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青葉若葉の季節となりました。学校では各学年で運動会の練習も始まり、活気あふれる子供たちの声が聞こえ

てきます。今年度は新型コロナウイルス感染症の「５類感染症」への移行に伴い、活動の幅も増えていくことに

なります。運動会も全校児童で開会式を行うとともに分散開催となります。保護者の皆様におかれましても、子

供たちを温かく見守り、大きな拍手での応援をお願いいたします。 

 

今年度最初の定例役員会が 5 月 23 日（火）に開催されました。 

概要について会員の皆様に御報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校より 

5 月にコロナウイルス感染症が 5 類感染症へ移行したことにより、学校の教育活動の制約が減りました。 

基本的な健康観察や手洗い・換気等の日常的な対応は続けますが、 音楽的な活動や水泳学習なども今年度は基本的

には通常に近いような形で行うことが可能となります。これから運動会、水泳学習、記念式典などがあります。コロナ

禍で経験できなかったことを以前に戻すということよりは、子供たちへの教育効果を考えつつ活動を工夫していく予

定です。 

上杉山通小学校では昨年度から、体育館に集まる学年と教室でテレビを見ながら参加する学年で、オンラインをう

まく活用し、子供たちに負担のないハイブリット型の取組を行ってきました。記念式典につきましても、5・6 年生は

体育館で、1～4 年生は教室でオンラインのリアルタイムの LIVE 配信を見ながら参加する形式で実施します。子供た

ちの発達段階や健康への配慮等を総合的に考え、よりよい教育活動を目指し、模索しながら取り組んでいます。 

今後とも本校の教育活動への御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

 

各常置委員の活動計画について 

各常置委員会の委員長、子ども会連絡会の代表幹事よ

り今年度の活動計画が報告されました。 

次号のＰＴＡだよりで各委員会の活動内容を御報告

いたします。 

夏休み・冬休み明けのあいさつ運動については、コロ

ナ禍以前の体制に戻すこととし、学年委員会で行うこと

になりました。 

 

令和5年度主な活動計画について 

朝のあいさつ運動    ４月、８月、１月 

運動会         ６月１7 日 

夏休みのプール開放   中止 

上杉地区夏まつり    8 月 20 日 

会長研修会       未定 

ＰＴＡフェスティバル  11 月 12 日 

開校１５０周年記念式典・祝賀会 ６月 30 日 

 

 

第 1 回役員会 



上杉山通小学校開校１５０周年の事業の一つとして、４月２５日（火）に全校児童の航空写真と集合写真の撮

影が行われました。１年生から６年生まで全ての学年が一斉に集まるのは初めてでしたが、セスナ機の音が聞こ

えてくるとカメラマンの掛け声に合わせて、すてきな写真を撮ることができました。 

また、５月９日（火）はバルーンリリースを行いました。朝早くからボランティアの保護者様にお集まりいた

だき、業者の方と一緒に 1200 個の風船にひも付けをする作業をお手伝いいただきました。合図に合わせて一斉

に空へバルーンが飛ぶ様子に子供たちの歓声が上がりました。バルーンが小さくなって見えなくなるまで、笑顔

で見送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上杉山通小学校ＰＴＡ公式ラインとＰＴＡ用メールアドレスについて 

昨年度よりＰＴＡ活動を身近に感じていただきたく公式ラインを開設していますが、2023 年６月より公式アカウ

ントの料金プランが改定となるため、今後のお知らせはタイムラインのみとさせていただきます。 

今後のタイムラインについては、メールでお知らせする予定ですので、御不便おかけしますが御理解賜りますよう

お願い申し上げます。 

公式ラインにつきましては、593 名(5/29 現在)を超える会員の皆様に御登録いただいております。 

また、会員の皆さんと PTA とのコミュニケーションツールとして昨年度よりメールアドレスを取得しておりま

す。 

不慣れな点もございますが、適宜情報を提供してまいりますので、是非御覧ください。 

 

御質問等ございましたらこちらまで……上杉山通小学校 PTA 本部 kamisugi.pta@gmail.com 

送信の際はお子様の氏名・学年・クラスをお忘れなくお願いいたします。 

 


